
４．レポートを見直す

レポートは「書き上げたら終わり」じゃない。

他人の目になって、意味が伝わるかどうか、
論理的に述べられているか、チェックしよう。



見直しのコツ

①印刷して読み直す

②音読する

③ Wordなどの校正ツールを使う

④時間を置いて読み直す

⑤第三者に読んでもらう



見直しのポイント

□指示された形（文字数、参考文献リストや

引用の書式）が守られているか

□文末、カッコなどの記号、数字の表記を

統一しているか

□段落のはじめは１字下げているか

□句読点や「っ」「ゃ」等は行頭に置いて

いないか

□敬称・敬語、略語を使用していないか

□文章は短く簡潔になっているか

□序論・本論・結論の構成になっているか

□引用は適正に行っているか



レポート・論文のポイント～よく出る用語を知る～

• レポート・論文を書くとき、よく出る用語

• レポート・論文を作成するときに、参考にした資料・情報。参考文献

• レポート・論文内に、補足・説明のために他人の文章や事例を使用したもの。
引用元の文献を「引用文献」という。引用

•論文の内容を補足するために、本文とは別に記述する文章。注（註）

• 「抄録」「梗概」。論文の概略を把握するため、主観的な解釈や批判を加え
ず、論文の重要な内容を簡潔かつ正確に記述した文章。

アブストラクト
（Abstract）

•同じ研究分野の中で、これまでに研究されてきた内容。先行研究

• それぞれの文献や情報を識別・確認するための情報。例）図書のタイトル、
著者名、出版者名、出版年など。書誌情報



レポート・論文のポイント～よく出る略語を知る～

• レポート・論文を書くとき、よく出る略語

• page の略。特定のページを指す時に使う。p.

• page to pageの略。○ページ～○ページなど、複数のページに使
う。pp.

• Volumeの略。雑誌の巻号などに使われる。Vol.

• ibidem の略。同書、直前に引用した文献に続いて同じ文献を指
す。Ibid.

• Conferの略。compare with,refer toのことで、「～を参照」のこと。c.f.
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